
様式 1-A                                    

 

学術集会にて口頭発表時，スライドの最初に過去 3年間の COI状態を開示する． 

 

1）学術集会口頭発表時，過去3年間にわたり申告すべきCOI状態がない場合，  

 A）発表者全員が，大学などの教育職・研究職, 病院・医院職員, ＮＰＯ法人などに所属 

B）発表者の中に，企業を含む営利を目的とする団体などに所属している人がいる場合 

 

日本環境感染学会 COI 開示 
 

発表者名：◎ 環境太郎、○村□子、△原◇美、▽川〇吉、◇井△郎、 

 ☆田〇夫、〇田×子  (◎代表者) 

 

A）演題発表に関連し、  

開示すべき COI 関係にある企業などはありません． 

 

B）演題発表に関連し、 

・○村□子、 ☆田〇夫は「A製薬株式会社」に所属しています. 

・その他に開示すべきCOI関係にある企業などはありません. 

 

 

2）学術集会口頭発表時，過去 3年間にわたり申告すべき COI状態がある場合， 

 

日本環境感染学会 COI 開示 

 

発表者名：◎ 環境太郎、○村□子、△原◇美、▽川〇吉、◇井△郎、 

  ☆田〇夫、〇田×子  (◎代表者) 

演題発表に関連し、開示すべき COI 関係にある企業として、 

・講演料：環境太郎（A製薬, B製薬）、 ○村□子（A製薬） 

・原稿料：▽川〇吉（C薬品） 

・受託研究･共同研究費：環境太郎（A製薬）, 〇田×子（A製薬） 

・奨学寄付金：環境太郎（A製薬, B製薬, D製薬）、○村□子（A製薬） 

       △原◇美（A製薬）、▽川〇吉（A製薬, C薬品）、 

 

注 1. ①顧問, ②株保有・利益, ③特許使用料, ④講演料, ⑤原稿料, ⑥受託研究・共同研究費, ⑦

奨学寄付金, 寄付講座所属, ⑨贈答品などの報酬のうち, COIがある項目だけを記載する. 

注 2. COI関係にある発表者名, 企業･団体名を記載する. 



様式 1-B                                    

 

学術集会にてポスター掲示の最後に，過去 3年間の COI状態を開示する． 

 

1）学術集会ポスター発表時，過去3年間にわたり申告すべきCOI状態がない場合，  

 A）発表者全員が，大学などの教育職・研究職, 病院・医院職員, ＮＰＯ法人などに所属 

B）発表者の中に，企業を含む営利を目的とする団体などに所属している人がいる場合 

  

日本環境感染学会 COI 開示 
 

発表者名：◎ 環境太郎、○村□子、△原◇美、▽川〇吉、◇井△郎、 

  ☆田〇夫、〇田×子  (◎代表者) 

 

A）演題発表に関連し、  

開示すべき COI 関係にある企業などはありません． 

 

B）演題発表に関連し、 

・○村□子、☆田〇夫は「A製薬株式会社」に所属しています. 

・その他に開示すべきCOI関係にある企業などはありません. 

 

 

2）学術集会ポスター発表時，過去 3年間にわたり申告すべき COI状態がある場合， 

 

日本環境感染学会 COI 開示 

 

発表者名：◎ 環境太郎、○村□子、△原◇美、▽川〇吉、◇井△郎、 

  ☆田〇夫、〇田×子  (◎代表者) 

演題発表に関連し、 開示すべき COI 関係にある企業として、 

・講演料：環境太郎（A製薬, B製薬）、○村□子（A製薬） 

・原稿料：▽川〇吉（C薬品） 

・受託研究･共同研究費：環境太郎（A製薬）、 〇田×子（A製薬） 

・奨学寄付金：環境太郎（A製薬, B製薬, D製薬）、 ○村□子（A製薬） 

       △原◇美（A製薬）、 ▽川〇吉（A製薬, C薬品）  

 

注 1. ①顧問, ②株保有・利益, ③特許使用料, ④講演料, ⑤原稿料, ⑥受託研究・共同研究費, ⑦

奨学寄付金, 寄付講座所属, ⑨贈答品などの報酬のうち, COIがある項目だけを記載する. 

注 2. COI関係にある発表者名, 企業･団体名を記載する. 


